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新会長就任挨拶 

会長就任にあたって 

日本英語文化学会会長  市川 仁 

 

前会長岸山先生に代わって今年9 月から会長を引き受けることになりました。 

本学会が日本学術会議協力学術研究団体として多くの会員を有しつつ今日に至っておりま

すのも、歴代の会長のご尽力のおかげと感謝しております。 

本学会では、3 月、6 月、12 月の年 3 回の例会の開催、および9 月の全国大会の開催、さら

に学会誌『異文化の諸相』の発行が基本的な活動となっていますが、その他、論文集の出版も

随時行ってきております。学会員の活発な研究活動のおかげで例会は通算135 回、全国大会

は 19 回を数えるほどになっています。このように学会が順調に運営されているのも、ひとえに会

員をはじめ役員のみなさまのおかげと感謝申し上げます。また同時に、このような学会活動を継

続してゆく責任をひしひしと感じております。 

さて今期は、まずは基本的な活動を継続させていくとともに、記念論文集の刊行等を含め

て、会員の研究活動の支えになるような活動も積極的に推進していきたいと考えております。今

後とも皆様方のご協力をよろしくお願いいたします。 
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2016年度日本英語文化学会学会賞受賞者の言葉 

大木 富（神奈川工科大学教授） 

 

この度は、2016 年度の日本英語文化学会学会賞をいただき、大変光栄に思っております。

受賞対象となった拙訳『中世における数のシンボリズム』は、キリスト教における聖書解釈のみ

ならず、宗教、哲学、カバラ、グノーシス主義、錬金術、ヘルメス主義、占星術、文学といった、

あらゆる領域のひとつの大きな底流をなすと言える数の哲学・数のシンボリズム（数秘学・数秘

術とも称される）の歴史的展開に関して、俯瞰的視座のもとに、個々の数の象徴の意味や用法

を具体的に検証しながら論究した研究です。そのため、本書の内容を十全に理解するのに広

範な学術的知識が要求されただけではなく、古代バビロニアの天地創造叙事詩『エヌマ・エリ

シュ』をはじめとした、中世ラテン語文献、中世フランス語文献、ダンテの『神曲』等の膨大な量

の原典資料および研究書すべての再確認作業などに悪戦苦闘し、翻訳期間はおよそ4～5 年

にわたりました。 

数秘学・数秘術の伝統は、文学作品、特に詩に用いられる場合で言えば、その作品の巻数、

全体の行数・語数・スタンザ数等にシンボリズムを表象させたり、語や内容をそれが書かれてい

る数的位置に象徴させたり、あるいは全体の数的構成にシンボリズムを表すというものです。た

とえば、本書の第7 章「秩序の美・ダンテ」でも指摘されているように、ダンテが『神曲』を「地獄

篇」、「煉獄篇」、「天国篇」という三部構成としていることや、詩型も3行 1連の三韻句法（テルツ

ァ・リーマ）を用いていることには、数3 の表す三位一体のシンボリズムが反映されているわけで

す。 

 本書は、古代から中世を経てルネサンスへと受け継がれてゆく数秘学・数秘術の包括的な研

究に関する英語文献としては、現在でも最も信頼できる基本文献として認められているものです

が、これまで、この分野における邦訳を含めた日本語文献は、特定の単一の領域ないしはテキ

ストに限られていたり、断片的あるいは部分的であったり、また数学的な側面つまりピュタゴラス

派の数論にほぼ限定されていたり、詳細な文献調査に基づいた全体的な概論はこれまでありま

せんでした。その意味で、数のシンボリズム研究の基本的邦文文献として拙訳書の学術的価

値を評価していただいことに、改めて深く感謝いたします。 
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研究ノート 

映画『殺しのドレス』――トランス・ジェンダーが倒錯だった頃 

清水 純子（法政大学兼任講師） 

 

  
©1980 Orion Pictures Corporation. All Rights Reserved. 

Artwork and Design ©2003 MGM Home Entertainment LLC. All Rights Reserved. 

 

『殺しのドレス』 （原題Dressed to Kill） 

製作年 1980 年／製作国 アメリカ／上映時間 105 分／言語 英語／日本ヘラルド配給／

日本初公開年月 1981年 4 月／ジャンル：サスペンス 

スタッフ：監督：ブライアン・デ・パルマ／製作：ジョージ・リットー／脚本：ブライアン・デ・パルマ

／撮影：ラルフ・ボード／編集：ジェラルド・Ｂ・グリーンバーグ／音楽：ピノ・ドナッジオ 

キャスト：ロバート・エリオット博士：マイケル・ケイン／被害女性ケイト・ミラー夫人:アンジー・ディ

ッキンソン／娼婦リズ・ブレーク：ナンシー・アレン／少年ピーター・ミラー：キース・ゴードン／

マリーノ刑事：デニス・フランツ 

 

 

ブライアン・デ・パルマ監督の『殺しのドレス』（Dressed to Kill, 1980）は、サイコ・サスペンスの

傑作である。アルフレッド・ヒッチコック監督の『サイコ』（Psycho、1960年）の影響を強く受けてい

るが、2016 年現在鑑賞しても、衝撃的なシーンの数々、カメラ・ワークのすばらしさ、アィディア

の斬新さにおいて色あせない名作である。 
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★1980年トランス・ジェンダーへの厳しい風当たり 

  『殺しのドレス』が時代を超越した第一級のサスペンス映画であることは疑う余地がないが、

加害者ボビーのトランス・ジェンダーの扱い方に製作当時1980 年の性自認の実体と性別を越

境、超越する者への差別的視線、偏見のまなざしを隠しようもなく表している。トランス・ジェンダ

ーとは、身体の性と心の性が一致しない人を指す。トランス・ジェンダーは、「性同一性障害」に

含まれるが、生まれ持った生物学上の性とは異なる性での社会生活、もしくは性役割（ジェンダ

ー・ロール）にとらわれない生き方をめざすが、外科的手術によって性別転換までは望まない人

である。トランス・ジェンダーは、トランス・ヴェスタイト（異性装、文化的性役割に適合した服装

をしないこと）をする場合としない場合がある。最近よく使われる用語の LGBT（レズビアン、ゲ

イ、バイセクシュアル、性同一性障害やトランス・ジェンダーの人々を意味する頭文字からとら

れた）は、性的少数者を表し、トランス・ジェンダーはこの中の一つに含まれる。21 世紀になって

トランス・ジェンダーを含めてLGBT の人々は市民権を得て、差別と偏見から自由になろうとし

ている。 

しかしこの映画の作られた1980 年においては、意識の変革において日本より先を行くはずの

アメリカのニューヨークでも、トランス・ジェンダーは奇異な目で見られていた。トランス・ジェンダ

ーは、一般の人々からは「正常でない性的行為」を意味する「倒錯」という侮蔑的ニュアンスの

範疇に閉じ込められていた。映画内では、トランス・ジェンダーという言葉はまだ現れずに、代わ

りに“transsexual”「性倒錯、性同一性障害」という言い回しが用いられている。当時の治療法は

性適合手術だとされていたために、医学的知識を得たリズが、天才少年ピーターに手術の手

順を詳細に説明する。しかし「男である自分から女を作れるかも」と興味を示すピーターに、隣

に座っていた婦人が顔をしかめる。余談であるが、若い二人が話し合うこの喫茶店は、2001 年

の 911 アメリカ同時多発テロ事件によって今は消滅した世界貿易センタービル内で撮影したと

いうのも時代を象徴する。 

 

★連続殺人鬼ボビーの名がクレジット・タイトルにみあたらない理由 

性的倒錯者であり、連続殺人鬼であるボビーは、重要な役であるにもかかわらず、映画のクレ

ジット・タイトルに名前が載らない。その理由は、ボビーは独立した人格ではないからである。 

インテリでダンディな精神分析医ロバート・エリオット博士は、中年の金髪美人の人妻ケイト・

ミラーの性生活の悩みを聞く。ミラー夫人は、「私と寝てみたい？」と博士を誘惑するが、博士は

結婚しているからとモラルを盾に拒否するが、まんざらでもなさそうな表情である。博士を誘惑し
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そこなったミラー夫人は、メトロポリタン美術館で男を拾い、タクシーでのカー・セックスに挑む。

運転手の視線を感じて、男にパンティを脱がされて歓びの声をあげるミラー夫人。夫からは得ら

れないエクスタシーを求めてミラー夫人は男のアパートについていく。満ち足りたセックスに疲

れて心地よい眠りから目覚めたミラー夫人には、ショッキングな二つの事が待っていた。まず男

が性病患者であることを記した診断書、狼狽して帰るエレベーターで待ち伏せていた金髪で黒

いサングラスをかけた黒いドレスの切り裂き魔の女である。ミラー夫人は、黒いドレスの女によっ

てナイフでめった切りにされて絶命する。なぜこの見知らぬ女に襲われたのかはわからない。性

欲を抑えられずに快楽に溺れる人妻への罰なのか？ 通りかかった娼婦リズ・ブレークに半開き

のエレベーターのドア越しに、殺人鬼の女は凶器のナイフを押し付ける。この金髪女は、よくよく

画面を見返してみると殺害の前のメトロポリタン美術館を出ていくミラー夫人の背後に、なんと一

瞬映っていた！ この女はミラー夫人を追ってきたのかもしれない、少なくともここまでは本物の

殺人鬼。リズを追い回すブロンドは、殺人鬼と変装した婦人警官の二種類が入り乱れたことが

後に種明かしされる。 

夜どこからか帰宅した博士の留守電に、患者ボビーの切羽つまったうめき声が流れる――

「あたし、女になることにしたわ、先生が直してくれないから医者を変えてやる、先生のカミソリを

お借りしたわよ、あたしの事言いつけたら、あの金髪女も始末してやる、また殺すからね」と。博

士は、精神科医だから、中には危険な患者もいるだろうと観客は同情する。 

警察に呼ばれたリズは、知らない間におとり捜査に使われる。地下鉄の車内で金髪女に殺され

そうになったところをミラー夫人の一人息子で天才的科学少年のピーター・ミラーに救われたリズ

は、二人で犯人を見つけようとする。ピーターは自ら考案した精密な機械によって犯人を割り出

す。リズは博士を誘惑して確かめようとする。博士は、美貌の若い肉体にそそられる。しかし欲情を

認めない博士にリズは、「ズボンの前がふくらんでいるからわかるわ。私と寝たいと思ったら服を脱

いで！隣の部屋で待っているから」とミラー夫人とは違って直接的言葉で具体的に誘う。不気味な

ニタニタ笑いを浮かべてネクタイをほどく博士だが、次の瞬間リズの前に現れたのは、ナイフをふ

りかざしたあの金髪の黒衣の女である。いったいどういうことなのか？ あの女は本当は誰なの

か？ 

 

★多重人格＋トランス・ジェンダーの恐怖 

連続殺人鬼の正体は女装したボビーである。ボビーが誰なのかというと、ボビーは架空の人

格、つまりエリオット博士の影の人格である。高名で社会的地位のあるエリオット博士には、隠れ
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た欲望があった。それは「女になりたい」という衝動であり、その欲求を発散できる仮の器として、

第二の人格ボビーが誕生していた。博士はトランス・ジェンダーへの願いをボビーに託して、急

場をしのぎ、社会的メンツを保っていた。ところがボビーの成長する自我は、男の姿でいること

に満足しなくなる。性転換手術によって男の性を捨て、本物の女に生まれ変わりたいと切望する

ようになる。トランス・ジェンダーの域にとどまらない性同一障害者であるボビーに必要なのは、

カウンセリングでもホルモン療法でもなく、もはや不可逆的性転換手術しかない。困ったのは、

社会的名誉と地位を遵守しようとする本体のエリオット博士である。紳士のエリオット博士は、影

のボビーと人格分裂によって手を切ろうとするが、ボビーはそうさせない。男性であるエリオット

博士は、女になろうとするボビーの欲望を阻害する。その一方で男であることを拒否するボビー

は、博士が女性に誘惑されて欲情するたびに危機感を募らせ、登場する。ボビーは、博士の男

性性を奮い立たせる女どもを敵視して抹殺する、それもボビーのあるべき姿である女の形に変

装して出没する。 

『殺しのドレス』の原題は“Dressed to Kill” であるが、正確に言うと「悩殺のドレス」の意味であ

る。「男性を悩殺するようなセクシーな服装を女性がすること」をいうのだから、英語の題名は、

皮肉で意味深い。影の人格のボビーが現れると、トランスヴェスタイト（異性装）によって女に変

装して文字通り人殺しをするためにまとうドレスを指すからである。 

 

★1980年代には社会的認知の外にあったトランス・ジェンダー 

『殺しのドレス』において、トランス・ジェンダーは、おぞましい倒錯者、社会的法的アウトロー

（無法者）として描かれている。1980 年代にトランス・ジェンダーは、その存在を知られていた

が、社会的認知を得ていなかったために、変質者としてサイコ・サスペンスの材料になりえたの

である。ブライアン・デ・パルマ監督は、TV のトーク・ショーで性転換をして女性に変わった元男

性を見て、自分の映画の題材にすることを思いついたという（デ・パルマ、DVD『殺しのドレス』

「『殺しのドレス』ドキュメンタリー』」）。 

監督のオリジナル脚本によるこの映画は、当時としては思いのほかショッキングだった。過激

な性表現と暴力的場面は一部カットされたり、R-rated（成人映画）指定を受けた（日本発売の

DVD にはノーカット版とカット版の両方が収録されている）。しかし、トランス・ジェンダーへの偏

見で抗議されたという話は聞かない。当時の一般の人々にとって、トランス・ジェンダーは、異様

で理解しがたい現象であり、特異な部類の人であった。ちょうど「おとこおんな」という言葉が、化

け物と同一の意味を持っていたように、である。『殺しのドレス』は、デ・パルマの映画の多くがそ
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うであるように最後の最後まで気が抜けない。解決したように見えた倒錯としてのトランス・ジェン

ダーの悪弊は、被害者の意識下にもぐりこみ、簡単には拭い去れないことを映画は示す。見て

のお楽しみのこういった結末にも、わけのわからないものに対する当時の人々の不安と恐怖、差

別と偏見が忍び出ている。監督は、トンラス・ジェンダーの人々そのものを怪物視するよりも、多

重人格が引き起こす葛藤の不気味さ、信頼する医師が実は患者以上に重度の病気であり殺人

者であった時の恐怖を描こうとしたのかもしれない。 

21 世紀には、トランス・ジェンダーそのものをサイコ・ホラーの題材にすることはなかなか難し

い。インディアン（現在ではネイティブ・アメリカン）を悪者にした「西部劇」がハリウッドではご法

度になったように、マイノリティーの権利が確立しつつある現在では、『殺しのドレス』のような形で

トランス・ジェンダーを登場させることは少なくなるであろう。 

 

★21世紀のエリオット博士 

インテリのエリオット博士も、21 世紀であったならば、トランス・ジェンダーの欲望を恥じて封

印する必要はなかったかもしれない。トランス・ジェンダーには、「変質者」「いけないこと」「社会

的に認められないおぞましいこと」という倒錯のレッテルが貼られていた。沸き起こる欲望を不自

然に抑圧して隠そうとした結果が、病的葛藤と多重人格者の登場、そして葛藤の処理のしそこ

ないによる連続殺人の原因になったと考えられる。エリオット博士が21 世紀の人だったならば、

「トランス・ジェンダー学会」あるいは「トランス・ジェンダー同好会」を発足させて、会長に収まっ

ていたかもしれない。博士のクリニックは、トランス・ジェンダーをはじめとする性的マイノリティー

の悩みを抱える患者で繁盛していたかもしれない。博士も、女性に欲情する時はインテリの博

士自身のまま、女性になりたい時はボビーになって女装して男性とデートを楽しむという、文字通

り両性具有のラブ・ライフを楽しめるかもしれない。男性の心も女性の心も同時に等しく理解する

精神科医として、もてはやされる可能性がある。 

偏見と差別は、その被害を受けた人を抑圧し、歪める。歪んだ人格は、歪んだ行動を導き出

し、犯罪を生むこともある。製作から三十数年を経て鑑賞した『殺しのドレス』は、犯罪の原因を

個人の倒錯ではなく、社会の差別と偏見という歪みにあると感じさせる。トランス・ジェンダーを

はじめとする性的マイノリティーの性的傾向を精神的疾患として位置づけた過去は、この映画さ

ながらのLGBT にとって悪夢の時だった。映画『ミルク』（Milk, 1984年）でも有名なハーヴェィ・ミ

ルク（Harvey Bernard Milk, 1930－1978）は、ゲイであることを公表した人として初めて大都市

の公職、サンフランシスコの市会議員に1977年に選ばれたが、わずか一年後の1978年に暗
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殺されてしまった。ミルクは、性的マイノリティーの間では英雄視されていたが、一般市民との連

帯は薄かったと言われる。暗殺者のホワイトに対する刑罰は、ホモフォビア（同性愛嫌悪）に基

づくもので軽すぎると非難された。ミルク暗殺の2 年後に誕生したのが『殺しのドレス』なので、当

時の一般的風潮を反映したと思われる。 

 

★鬼才ブライアン・デ・パルマ 

トランス・ジェンダーに的を絞って『殺しのドレス』を述べたが、ブライアン・デ・パルマがすごい

のは、超一流のサスペンスで楽しませながら、それだけで終わっていない点である。人間の心

の表層と深層を同時に巧みに描くことによって、最近ハリウッドでは希薄だと言われるヒューマ

ン・ドラマをがっちりと構築する。さらに銃社会と言われるアメリカで、鋭利なナイフ一本で次々と

殺害に成功し続けるのは妙な話だが、それがわかっていてもこの映画は怖い。きっと人間が本

能的に原始時代からもっている恐怖心を刺激するからであろう。暗示と隠喩に満ちた画面、カメ

ラの動き、ストーリーの運びといい、見るべきところや、論じる材料と切り口をふんだんに備えた

映画である。色彩、ボディー・ランゲージ、場面を盛り上げる音楽の使い方、自意識を反映する

鏡の使い方、マイケル・ケインら役者たちの名演技、女性の心理、男性の心理、現実と幻覚、

意識と無意識、抑圧と犯罪、母と息子、家族関係、喪失感、都会の孤独、覗き、盗聴、精神分

析の問題など様々な観点から考えさせる。ブライアン・デ・パルマのようにすぐれて離れ業ので

きる鬼才は、簡単にはみつからない。その才能と心意気に脱帽である。 

 

DVD: 

『殺しのドレス』（原題 Dressed to Kill）詳細情報は記事巻頭に記載。ユニヴァーサル・ピクチャ

ーズ・ジャパン発売、ギャガ・コミュニケーションズ提供、DVD2004年。 

©2016 J. Shimizu. All Rights Reserved. 
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診療室にて：エリオット博士とミラー夫人 

 

 

 
ミラー夫人の妄想：シャワー中に男が・・・ 
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メトロポリタン美術館：男に自意識過剰なミラー夫人 

 

 

  

 
エレベーター：黒いドレスの女がミラー夫人を襲う 
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切り裂き魔の女がナイフをふりかざす 

 

 
エレベーターのドア越し：殺人女と被害者ミラー夫人と目撃者リズ 

 

 

 
リズがミラー夫人の惨殺体を発見 
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美人娼婦リズが警察に出頭 
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リズが博士を誘惑 
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魔の手がリズに迫る 

 

 

 

 
NY 世界貿易センタービル喫茶室：性適合手術をリズがピーターに説明 

 

 
©1980 Orion Pictures Corporation. All Rights Reserved. 

Artwork and Design ©2003 MGM Home Entertainment LLC. All Rights Reserved. 
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研究ノート 

James Joyce as a Modernism Pacifist 

Hiroki Matsuyama （Nihon University） 

 

The far east. Lovely spot it must be: the garden of the world, big lazy leaves to float about 

on, cactuses, flowery meads, snaky lianas they call them. (Ulysses 5.29-31) 

 

The Irish novelist and poet James Joyce (1882-1941) alluded to a variety of oriental 

materials in his Dubliners (1914), A Portrait of the Artist as a Young Man (1916), Ulysses 

(1922), Finnegans Wake (1939), and Stephen Hero (1944). As is often the case with European 

modernists from the end of the 19th to the beginning of the 20th century, he was strongly 

interested in orientalism, as we can also see in a lecture he gave in which he referred to the Irish 

language;ñThis language is oriental in origin, and has been identified by many philologists with 

the ancient language of the Phoeniciansò(CW156). 

 

According to Edward Said, orientalism, which is characterized by its preference for Eastern 

culture, generally implies Western superiority, whether unconscious or not. In orientalism, 

Eastern people are related to undeveloped, irrational, and inferior values to justify imperial 

power. Through this perspective, the West confirms its imperialism in order to have the 

authority to rule the East (Said 3). However, Irish orientalism seems to be more complex than 

that in other nations because the Irish were a conquered people who suffered under British rule 

for centuries like the people of Orient. Actually, Irish orientalism is a cultural response to the 

East that expresses sympathy on the part of suppressed people in the Far West as part of the 

Irish Literary Revival, which was one of the aspects of the independence movement against the 

British Empire, as can be seen in many literary texts by Joyce's Irish contemporaries like W. B. 

Yeats (1865-1939). 

ñAraby,òin Dubliners, might be the first short story by Joyce that mentions orientalism ñthat 

looked to the East for the highest sources of national identity and the very origins of the Irish 

language, alphabet, and peopleò(Ehrlich 309). Like the bazaar described inñAraby,òJoyce 

sometimes mentions the oriental bazaar in his novels (U 8.1162). 

In his writings, Joyce's doubts about Western culture, which is symbolized by its 

imperialism, is connected with his literary subjects in which he reconstructs an individual and a 

national identity in terms of orientalism. He often used oriental materials to describe his own 

private life, which was filled with predicaments in his semiautobiographical works as 

microcosms of the Irish Literary Revival. He refers in his literary works to his lack of belief in 

Christianity, which materially and spiritually disappointed and imprisoned him throughout his 

life. In Portrait, Stephen, Joyce's doppelganger in some of his works, says, 

 

I will not serve that in which I no longer believe, whether it call itself my home, my 

fatherland, or my church: and I will try to express myself in some mode of life or art as 

freely as I can and as wholly as I can, using for my defence the only arms I allow myself to 

use--silence, exile, and cunning. (P 247) 

 

Joyce was a devout Christian when he was a young student at two Jesuit schools. However, 

he lost his passionate faith because he faced difficulties with unsympathetic churchmen, as 

described throughout Portrait. 

Among various oriental religious motifs, Joyce was fascinated in particular with Buddhism 

through theosophy as a counterpart of Christianity, and Buddhist pacifist philosophy became 

one of the essential concepts in some of his books. In Stephen Hero, for instance, Stephen 

compares Jesus with the Buddha: 
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The woman in the black straw hat has never heard of the name of Buddha but Buddha's 

character seems to have been superior to that of Jesus with respect to unaffected sanctity.

（SH 189） 

 

The Theosophical Society, established by Helena Petrovna Blavatsky (1831-91) in New 

York in 1875, put forward original religious and mystical doctrines. She aimed at spreading 

globally the ancient mystical philosophy on which major religions, as she believed, had been 

historically based. Theosophy was also one of the key concepts of the Irish Literary Revival. 

According to Stuart Gilbert, he and Joyce by chance discussed Blavatsky's entertaining Isis 

Unveiled:ñhe asked me if I had read any of Sinnett's workò(Gilbert 7). Alfred Percy Sinnett was 

a member of Blavatsky's circle. 

In Ulysses, Stephen also often mentions Blavatsky, and it was frequently suggested that 

several Irish literary figures, including Yeats and A.E. the pseudonym of George William 

Russell (1867-1935), were secretly involved with her mystic society. In spite of Stephenôs 

obviously skeptical attitude toward theosophy, it is suggested in Ulysses that Joyce learned a lot 

about Buddhism from some theosophical books. Several Buddhist dogmas that are the central 

philosophies for theosophy can be found in Ulysses. 

 

Some people believe, he said, that we go on living in another body after death, that we 

lived before. They call it reincarnation. That we all lived before on the earth thousands of 

years ago or some other planet. They say we have forgotten it. Some say they remember 

their past lives. (U 4.362-65) 

 

Metempsychosis, he said, is what the ancient Greeks called it. They used to believe you 

could be changed into an animal or a tree, for instance. (U 4.375-77) 

 

Karma they call that transmigration for sins you did in a past life the reincarnation met him 

pike hoses. (U 8.1147-48) 

 

In theosophical theory, reincarnation is the essential way by which dead human souls return 

to the material world. Given Joyce's pacifism in the chaos of the interwar period in the early 

20th century, this idea was obviously grounded in Buddhism in that souls need to reborn almost 

perpetually for our spiritual evolution. 

In particular, Joyce seems to have believed Buddhism, with its nonviolent perspective, to be 

a suave philosophy that offered a moral means for overcoming Christian dominance in Ireland. 

ñYou have that something within, the higher self. You can rub shoulders with a Jesus, a 

Gautamaò(U 15.2198-99). His devotion to Buddhism can also be found in the way he related it 

to his theosophical inclination:ñWe walk through ourselves, meeting robbers, ghosts, giants, old 

men, young men, wives, widows, brothers-in-love, but always meeting ourselvesò(U 

9.1044-46). His resistant attitude toward Christianity seems to be related to the violent power of 

imperialism. Some of Joyce's literary works indicate that he considered Buddhism as a moral 

path available to the antiwar movement in the interwar years. Stephen, in Portrait, refers to his 

own nonviolent outlook when he speaks of his weapons ofñsilence, exile, and cunning.ò 

Influenced by Buddhist philosophy, Joyce literally deepened the characters in his fictional 

works, especially through its suave pacifism. In church, for example, Leopold Bloom, another 

doppelganger of Joyceôs who appears in Ulysses, expounds ironically on Christian proselytizers 

in the East as he expresses with his sympathy for people who are ruled by others. 

 

Prayers for the conversion of Gladstone they had too when he was almost unconscious. 

The protestants are the same. Convert Dr. William J. Walsh D. D. to the true religion. Save 
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China's millions. Wonder how they explain it to the heathen Chinese. Prefer an ounce of 

opium. Celestials. Rank heresy for them. Buddha their god lying on his side in the museum. 

Taking it easy with hand under his cheek. (U 5.323-29) 

 

Joyce is undoubtedly satirizing here British imperialism and referring to the First Opium 

War that took place between China and the British Empire (1839-42). In this scene from the 

episode titledñLotus-Eaters,òEastern people are shown respect to a certain extent pacific 

sympathy. The lotus flower, which often represents the seat of the Buddha, also symbolizes 

Buddhist pacifism. 

Furthermore, Bloom is often described in the novel as a stranger in Ireland as Irish people 

are regarded as outsiders in the context of European imperialism. This is evident when his wife, 

Molly, says,ñBecause you were so foreign from the othersò(U 13.1209-10). He is doubly 

isolated as a Jew among Irish people, who are repressed in the Far West. He is driven from a 

pub violently byñthe Citizen,òand his wife has an affair at home during his absence. As well as 

Bloom, Stephen is also isolated in his community and leaves Ireland with hisñsilence, exile, and 

cunningòin the last scene of Portrait to flee the unsympathetic Irish people. Joyce, like these 

characters, also felt isolated and spent most of his life in Europe as an exile during the interwar 

period, where he wrote most of his novels. Trieste, where he penned his earlier works, was an 

important base for the Austro-Hungarian Empire. Joyce's autobiographical mirrors in his 

fictional writings represent the existential antiestablishment with theñsilence, exile, and 

cunningòof the Buddhist nonviolent philosophy that opposes a multilayered imperialism. 

As we have seen here, Irish orientalism in Joyceôs texts is the way in which he obtains his 

resistant identity as an individual and a nationalist against the power. Exclusively, among 

various oriental keynotes, Buddhism, with its nonviolent pacifism, played a significant role in 

the chaos of modern times. 
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研究ノート 

if -clausesの統語的分析 

高場 清子（九州大学大学院修士課程） 

 

１．先行研究 

岡田(2001)は if 句とif not 句の等位構造化を、梶田(1977)等で展開されている動的な文法

理論に基づいて説明している。 

 (1) a. He is pleasant, if he is not charming. 
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    b. He is pleasant, if not charming. 

(1b)の pleasant, if not charmingはその根底にある(1a)と異なり、全体として(2)のように１つの

構成素となって等位構造化していると考えられる。 

 (2) A(B+C)D 

「副詞節の主語+時制+be｣を削除する規則が適用されると、その段階で再分析規則を導

入するために、他構文類似という条件を設定する。(1b)においては、(3a-d)にあげる４つの

状況が成立している。 

 (3) a. pleasantとcharmingは、いずれも形容詞句であり、統語上等位項たり得る資格を有して

いる。 

   b. pleasant と charming は、対照あるいは列挙されているが、文中の他の部分に対しては

意味上同一の役割を担っており、等位項に近い。 

   c. 従位接続詞 if も生粋の等位接続詞も、機能上は｢連結詞｣(connector)である。 

   d. pleasant, if not charming とpleasant, but not charmingにおいては、対照あるいは列挙さ

れている要素が、連結詞をはさむような順序で現われている。 

(3)にあげた４点を考慮すると、 (1b)の pleasant, if not charmingは全体として等位構造の固有

の属性を有し、１つの等位構造を成しているかのように見える。次の(4)にあげる状況が成立する

場合、他構文類似という拡張条件が満たされていると考える。 

 (4) ある構文C1
m
;が、派生の途中の段階でC1+i

mとなり、それが、特定の文脈の中で、別の構

文 C1
n に固有の属性を有するに至るかのように見える。（ただし、C1

m・C1
n は構文 C

m・C
n
 の

基底における構造を示し、C1+i
m は C1

m の派生の途中の段階における構造を示す。）さらに

(4)の状況が成立して初めてC1+i
m を、C1

n をモデルとして再分析する規則が導入される。 

以上が岡田(2001)のモデル依存型拡張による説明である。 

２．先行研究の問題点 

 一方、「副詞節の主語」のみが省略され、直前の要素と構成素を成していない場合でも、

if-clauseが等位構造を成していると考えられる例文が存在する。 

 (5) Nursing interventions commonly used to combat joint stiffness and pain are range of 

motion exercises, heat to the joint, joint massage, and appropriate use of pain medication. 
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Until we are able to measure stiffness accurately and consistently, if will be impossible to 

determine the impact of these interventions objectively. (2006 (Jul/Aug), Vol. 25 Issue 4, 

p244-250, 7p, Objective Measurement of Stiffness in Knee Osteoarthritis.Burks, Kathryn 

Keegan, Kevin, ACAD: Orthopaedic Nursing) 

(5)の if-clause をパラフレーズすると、óif will be impossible to determine the impact of these 

interventions objectively=and it will be impossible to determine the impact of these 

interventions objectivelyôとなる。また、次の(6)の if-clauseでは、「動詞句」が省略され、Subject 

Auxiliary Inversionが起こっている。このif-clauseをパラフレーズすると、óif will you=and you 

will roll down an unlighted runwayôとなる。 

 (6) This is an unlighted runway, it was at a time of day where it would have been illegal for 

them to roll down an unlighted runway. The federal aviation regulations, it was just at that 

point before official dawn, if will you. (2006 (20060830) Katrina: One Year Later; Deadly 

Attacks in Iraq; Accused Polygamist Arrested SPOK: CNN_AM) 

 

Haegeman and Wekker (1984)・Haegeman (2012)は if-clausesを、central adverbial if clauses 

(7a)とperipheral adverbial if clauses (7b)に大別する。ここでは(7a)を if-c、(7b)を if-Pと呼ぶ。(5)

と(6)の if-clauses は if-p である。 

 (7) a【if-c の特徴】 

① 主節の命題が表す出来事・状態が生起する条件を述べている。 

② Haegeman (2012)は if-c を vP や TP に付加するとした。if-c は主節 TP の主要部 T に

c-commandされるので，if-cの時制演算子、法演算子、代名詞は主節のT の作用域に属す

る。 

③ Focus、分裂文、wh 疑問文の答えになることができる。また、付加詞の前置・CLLD の前置

は許すが、項前置を許さず、話者志向の法助動詞や副詞と共起できない。 

 

 (7) b【if-p の特徴】 

① 話者が主節を発話する条件になっている。 
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② Haegeman (2012)は if-P をTPの外側でCPに並行して併合するとした。if-P は主節のT に

c-commandされず、その作用域に入らないので、if-Pの時制演算子および法演算子は主節

の T から独立した解釈を受ける。 

③ Focus、分裂文、wh 疑問文の答えになることができない。しかし、項前置・付加詞の前置・

CLLD の前置を許し、話者志向の法助動詞や副詞と共起できる。 

岡田(2001)が指摘した(1a-b)の if 句とif not 句の内部構造は if-c に分類できる。しかし、 

次の(8)のようにif-p の解釈である譲歩の意味を持つ場合がある。 

 

 (8) I remember what he said, if not word for word, at least in general outline. 

 よって、岡田（2001）の分析には、(5)や(6)の事例に見られるような省略に基づいて、省略規則

に拡張すべき点があり、Haegeman (2012)の分析には、副詞節の内部構造と外部構造をif-c と

if-Pのセットで説明できない点において再考の余地がある。  

 

３．まとめ 

先述した岡田（2001）の等位構造化分析やHaegeman (2012)の if-clausesを if-c とif-p に二分

する分析の他に、Bhatt and Pancheva (2002)は if-clausesをpossible worldsを先行詞とするfree 

relatives として分析している。このように、if-clauses は、モデル依存型拡張という概念の定式化

に重要な示唆を与えてくれる。指摘した先行研究の問題点に対する代案を統語的に分析する

ことによって、if-clauses は幾つかの構文を統一的に説明できる可能性を秘めている。今後、研

究を進めていきたい。 
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disintegration in peripheral adverbial clauses and in right dislocation/afterthought.  
 

 

 

研究ノート 

ñThe Innocents Abroadòˈˈ邦題のむずかしさ 

錦織 裕之 

 

１. 邦題に見る訳者の思い 

  ñThe Innocents Abroadò（1869年）はマーク・トウェインが1867年にヨーロッパ、中近東などを

およそ五か月かけて遊覧し、聖地エルサレムに巡礼した旅行記である。またトウェインが一躍人

気作家となる契機となった作品として重要である。しかしながら日本ではこの作品の翻訳があま

りなされず、旅行記作家としてではなく児童文学作家としてのトウェインが一般に定着している。 

  この作品はこれまで完訳本として三冊の出版があり、その邦題は『赤毛布外遊記』（1949

年）、『地中海遊覧記』（1997 年）、『インノセント・アブロード』（2004 年）などと多彩である。それ

ぞれの訳者が頭を悩ましながら邦題を決定したと思われるが、その原因はインノセンツという語

にあるように思える。インノセンツという語は「無罪な」「お人好しの」「悪意のない」などの意味の

インノセントの名詞形である。 

まず初めに浜田政二郎訳になる『赤毛布外遊記』では、インノセンツを当時の物見遊山のお上

りさんを言い表す「赤毛布」という言葉で諷刺的に表現している。語の意味の直訳的な置き換え

として、そして作品の概略からしてもこの訳語は首肯できる。ただし、様々な性格を与えられて

いる登場人物たち全員のインノセントぶりを一括りにしてしまうと問題であるようにみえる。なぜな

らばマーク・トウェイン自身と思われる「私」を筆頭にした「罪びと」たち、「巡礼者」と呼ばれてい

るクウェーカー教徒たち、それぞれ個性的な登場人物たちにあるインノセントの差異をいっしょく

たにして、そう呼んでしまっているように見えるからだ。 

 次に吉岡栄一他の共訳による『地中海遊覧記』ではインノセンツの翻訳を意識的に避け、旅

行記であることに重きを置いた邦題を付けている。こうすることで旅行記作家としてのトウェイン

を印象付けることができた。しかしこの邦題からは作品の肝である旧世界とそこにある古臭い文

化や伝統の滑稽さに対する諷刺を読み取ることができない。またこの作品には副題としてThe 

New Pilgrims’Progress”（新天路歴程）とあるので題名の重複感もある。この外遊は地中海から

中東内陸へと足を延ばし、そこで文明批判を広げるのであるが、読者はよくある旧世界礼賛の

旅行記と邦題だけでは区別がつかないだろう。 
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 最後に勝浦吉雄他による『インノセント・アブロード』についてである。インノセントかインノセン

ツかはともかくとして、このようにカタカナ表記の英語を使用することは近頃映画の題名などにも

よく見られる、あえて日本語に訳さず読者の理解と想像に委ねる手法である。しかも、この邦題

には『聖地初巡礼の旅』と副題が添えてあることで旅行記であることが分かるようになっている。

インノセンツの邦訳を避けながらも分かる人には分かるということだろう。 

 以上三冊については三者三様の特徴があるが、では邦題訳を悩ます原因となったインノセン

トな人々とはなにか、作品中から拾い上げてみたい。 

 

２. インノセントな人たち 

  トウェインは序文でこの遊覧旅行の「目的とするところは、先人の眼を借りずに、自分自身の

眼でみたら、その人にはどんな風に映るのかということを読者に示すことにある」と述べている。

独立戦争、南北戦争を経てアメリカ人たちは旧世界の軛から脱却して、独自の文明を構築しつ

つあった。作品中、「私」と「罪びと」たちはヨーロッパなど旧世界の文化や伝統を嘲笑し皮肉る

場面が多い。旧世界のいたるところに残された聖遺物やダ・ヴィンチの「最後の晩餐」を笑い、

アダムの墓に詣でては「その墓がアダムのものではないと、これまで証明されたことがない」と語

る。固定的観念や文化的束縛に囚われないインノセントな見方と言える。彼らは神の事績に触

れることで、その欺瞞こそが神の不在を証明しているのだと言いたげではあるが、自らの起源で

ある宗教を否定するわけではない。 

 一方で「巡礼者」たちは同じダ・ヴィンチの傑作を見て感嘆の声を上げ、聖遺物に触れて涙を

流すこともある。旧世界にある伝統的価値観をそのまま受け入れるインノセントぶりはある意味

でお上りさんそのものと言えるだろう。 

  どちらのインノセントぶりが当時のアメリカ人にとって一般的であったかは分からないが、愛国

主義的、文化的、人種的な偏見を含むインノセントな「罪びと」がいて、もう一方に旧世界とその

文化や伝統に感嘆と畏怖を覚えるインノセントな「巡礼者」たちがいる。ただ植民地支配から脱

したとはいえ間違いなく両者にはその起源である旧世界的なるものへの憧憬が残っていることも

確かである。 

 

３. まとめ 

  ñThe Innocents Abroadòという作品には旧世界に向けられた異なる二つのインノセントがあ

り、その対比が滑稽さとなり諷刺になっている。そのためこの作品に登場するインノセントな人た
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ちは一語では括れないのである。この作品の邦題を考えるとき、トウェインの意図したこの二重

性を、それにふさわしい日本語に置き換えるのが厄介であるのは当然なのだ。いま現在「赤毛

布」に代わるお上りさんをうまく揶揄する言葉が思いつかない。すでにそういった人たちは世の中

に存在しないかもしれないからだ。また、この作品をよくある観光案内的な旅行記と同一視する

のも物足りないとしか思えない。この作品にふさわしい邦題を考えるとき、トウェインはなかなか

解きづらい課題を残していったのだと言える。 

 

 

研究ノート 

I. Shakespeare's The Merchant of Venice and Marlowe's The Jew of Malta 

Noboru Fukushima 

 

One of the sources of Shakespeare's The Merchant of Venice is Christopher Marlowe's The 

Jew of Malta. When Shakespeare created MV, he read a lot of themes from The Jew of Malta. 

The Jewish Protagonist Shylock of The Merchant of Venice, however, contrasts strikingly with 

the Jewish protagonist Barabas of The Jew of Malta. We'd like to reveal Shakespeare's reception 

of Marlowe's The Merchant of Venice in tis short paper. 

 

Tina Krontiris claims that, after World War II, dramatic interpretation of The  

Merchant of Venice completely changed, citing Dennis Kennedy's words: 

 

éthe crimes committed against the Jews under Hitler and 'our almost continual subsequent 

awareness' of these crimes have transformed the play and our way of reading it: 'The 

external events of the Second World War have affected Merchant so thoroughly that it is 

fair to say that since 1945 we have been in possession of a new text of the play,é' --"The 

Merchant of Venice at the National Theatre of Greece (1945) and the Silencing of the 

Holocaust," Shakespeare Survey 67 (2014). 

 

Kennedy's words lead up to on how we read The Jew of Malta. In Renaissance far away from 

Hitler's holocaust, how did Shakespeare and Marlowe portray Jews? E. E. Stoll's words are 

helpful for this question: 

 

éusurer and miser, villain and butt, devourer of Christian blood and coin, and 

limb of the devil---all big-nosed, or (in accordance with the vulgar error) foul of 

breath, in some fashion or other egregiously 'Jewy'. 

--"Shylock," Shakespeare Studies: Historical and Comparative in Method (New 

York, 1960). 

 

This is only Stoll's racist abuse and biased view. Stoll, however, was not satisfied with his 

insistence. He went back to the Middle Ages beyond Renaissance, crossing an ocean and going 

to Italy and Germany to get the same Jewish archetype. He confidently concludes that Jewish 

people are object of mockery and caricature, wherever they go at that time. He picks up the 

example of Jewish doctor Rodrigo Lopez, who planned to kill Elizabeth 1. Stoll shows that 
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Jewish people are hated by anybody, thinking it is hardly possible that Shakespeare 

characterized Jewish people compassionately. It is said that Barabas is Sephardi Jews among 

diaspora and Shylock is Ashkenazi Jews among diaspora. As Stoll says with certainty, Barabas 

cheats Christians out of money and lives, being a sort of Machiavellian because Machevill 

himself admits this: 

 

  I crave but this: grace him as he deserves, 

  And let him not be entertain'd the worse 

  Because he favours me.                              (Jew of Malta Prologue) 

  --The Plays of Christopher Marlowe, ed. Roma Gill (London, 1971). 

 

Machevill thinks Barabas is not a complete Machiavellian, requesting the audience not to show 

Barabas the cold shoulder. Machevill wants to say the real Machevill is Ferneze Christian 

governor of Malta because he meets his targets through killing Barabas and getting huge money 

from him at the end of the drama. 

But is Shylock Machiavellian rogue? In Venetian court, Gratiano, who is a friend of Antonio 

and Bassanio, criticises Shylock strongly because Shylock demands Antonio's pound of flesh: 

 

                       Thy currish spirit 

  Governed a wolf, who, hanged for human slaughter, 

  Even from the gallows did his fell soul fleet, 

  And whilst thou layest in thy unhallowed dam, 

  Infused itself in thee; for thy desires 

  Are wolvish, bloody, starved and ravenous. (Merchant of Venice 4.1) 

  --The Merchant of Venice, ed. John Drakakis (London, 2010). 

 

Gratiano speaks evil of Shylock out of single-minded desire to help Antonio, depicting Shylock 

as a kind of Barabas. We can see Shylock's cruel aspects in Gratiano's words, so we want to take 

Stoll's side. Shylock wants to justify his barbarousness by using bond. But it is pitiless to 

consider Shylock as Machiavellian scoundrel like Barabas. Tragic situation against Jews 

plunges Shylock into the situation. It is very true that a source of The Merchant of Venice is The 

Jew of Malta, but it does not mean Shylock is the same Machiavellian rogue as Barabas. 

   Malta falls behind in its payment for Rhodes, Cyprus and Crete for ten years, so Jewish 

people, who are very rich, are forced to pay half by Ferneze's irrational order. Barabas rejects 

his order, so Ferneze confiscates Barabas's whole property for the use of the State. Barabas 

becomes upset, railing against Ferneze. Abigail daughter to Barabas, however, becomes 

successful with hiding money, jewels and pearls under floor before Barabas's entire fortune is 

seized. Barabas feels delight, giving a shout: 

 

                                O my girl! 

  My gold, my fortune, my felicity, 

  … 

  O girl, O gold, O beauty, O my bliss!          Hugs his bags. (Jew of Malta 2.1) 

 

Barabas's words exert influence for Shylock's next words: 

 

  'My daughter! O, my ducats! O, my daughter!          (Merchant of Venice 2.8) 

 

Though Shylock's and Barabas's words are similar, context is totally different from each other. 

Because Barabas gave a scream of delight with his whole fortune safe by Abigail's help, but 
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Shylock cried out, shaking with rage with his goods stolen by his daughter Jessica and her 

marriage partner Lorenzo. 

  After Abigail betrays her father, entering a nunnery, Barabas becomes irate, murdering her by 

poisoning. Shylock, however, never kills his daughter, though she elopes with her Christian 

lover Lorenzo. M. M. Mahood cites Irving Ribner's words: 

  Irving Ribner argues strongly against The Jew Of Malta being treated as a 

  source. --The Merchant of Venice, ed. M. M. Mahood (Cambridge, 1989) 

 

Shylock's and Barabas's above instances are different, but it does not mean The Merchant of 

Venice is not influenced by The Jew of Malta. We would have to say Ribner's point of view for 

is wide of the mark. Shakespeare wholly dispelled stereotypes, which Stoll made for Jews.  

  Barabas made Don Mathias Abigail's lover estrange Don Lodowick the governor's son from 

each other, killing the two people without taking action against them. In addition to that, 

Barabas kills Bellamira a courtesan and Pilia-Borza friar with poison. Barabas is depicted as 

Machiavellian rogue; on the other hand, Shylock is not depicted not as a Machiavellian ruffian 

but as a heroic person. A dead ringer for Barabas in Shakespeare's plays is not Shylock, but 

Aaron a Moor beloved by Tamora in Titus Andronicus. 

 

 

 

II. Richard Brinsley Sheridan's Reception of Shakespeare's Malapropism in The Rivals 
Noboru Fukushima 

 

Malapropism, which is defined as "a ludicrous misuse of words" (OED), is a term taken 

from the character of Mrs Malaprop, Lydia's middle-aged guardian, who appears in Richard 

Brinsley Sheridan's 1775 play The Rivals. She makes farcical mistakes many times in the play. 

The following are some examples used by her. The correct word is put in square brackets after 

each quotation. Underlines are malapropisms: 

 

  But the point we would request of you is, that you will promise to forget this 

    fellow---to i l l i terate him, I say, quite from your memory. [obliterate (or  

    eradicate)]  (1.2)  - - -Richard Br insley Sher idan, The Rivals (Fi rst  Rate  

    Publishers, 2015). 

  Now don't attempt to extirpate yourself from the matter; [extricate] (1.2) 

  Sir Anthony, she should be mistress of orthodoxy, that she might not misspell,  

    and mis-pronounce words so shamefully as girls usually do; and likewise that 

    she might reprehend the true meaning of what she is saying. [orthography and 

    comprehend] (1.2) 

  I hope you will represent her to the captain as an object not altogether illegible.   

    [eligible] (1.2) 

  éif ever you betray what you are entrusted with (unless it be other people's 

    secrets to me), you forfeit my malevolence for ever... [benevolence] (1.2) 

  éshe might reprehend the true meaning of what she is saying."[comprehend]  

    (1.2)      

  Your being Sir Anthony's son, Captain, would itself be a sufficient 

    accommodation; [recommendation] (3.3) 

  He is the very pine-apple of politeness! [pinnacle] (3.3) 

  I have since laid Sir Anthony's preposition before her; [proposition] (3.3) 

  Oh! it gives me the hydrostatics to such a degree.---I thought she had persisted 

    from corresponding with him; but, behold, this very day, I have interceded 
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    another letter from the fellow; [hysterics, desisted and intercepted] (3.3) 

  Sure, if I reprehend any thing in this world, it is the use of my oracular tongue, 

    and a nice derangement of epitaphs! [apprehend (or comprehend), vernacular, 

    arrangement and epithets] (3.3) 

  she's as headstrong as an allegory on the banks of Nile. [alligator] (3.4) 

  I am sorry to say, Sir Anthony, that my affluence over my niece is very small. 

    [influence] (4.2) 

  Why, murder's the matter! slaughter's the matter! killing's the matter!---but he 

    can tell you the perpendiculars. [particulars] (5.1) 

  Nay, no delusions to the past---Lydia is convinced; [allusions] (5.3) 

  O, he will dissolve my mystery! [resolve] (5.3) 

 

Sheridan, the Irish playwright, was influenced by Shakespeare and used many malapropisms 

in this way, but his malapropism was influenced by Shakespeare's comedies. Shakespeare's 

malapropism is mainly seen in comedies by its very nature. The following are some examples 

used by Dull, a constable, in Shakespeare's 1594-1595 play Love's Labour's Lost:  

   I myself reprehend his own person, for I am his Grace's farborough. [apprehend]    

    (1.1.181-182) 

  ---All quotations of Shakespeare's plays are from the Oxford Shakespeare, William  

Shakespeare: The Complete Works, ed. by John Jowett, William Montgomery, Gary Taylor,  

and Stanley Wells, 2nd edn (Oxford: Clarendon Press, 2005). This malapropism is also used 

in The Rivals.  

Sir, the Duke's pleasure is that you keep Costard safe; and you must suffer him to 

   take no delight nor no penance, but 'a must fast three days a week. [pleasaunce] 

  (1.2.103-105) 

 

The following are some examples used by Costard, a clown, also in Love's Labour's Lost. 

 

  Sir, the contempts thereof are as touching me. [contents] (1.1.186) 

  I was taken with Jaquenetta, and Jaquenetta is a true girl, and therefore welcome  

  the sour cup of prosperity! Affliction may one day smile againé" 

  [adversity] (1.1.283-285) 

 

As for "prosperity", Love's Labour's Lost edited by William C. Carroll says: "Another 

malapropism, possibly just a verbal switch for the following word, 'Affliction', itself also a 

malapropism in the next sentence" (74). The great comic player William Kempe perhaps 

performed the role of Costard. He was especially known for his malaprop clowns. Further 

examples are from Costard: 

 

   Well, if ever I do see the merry days of desolation that I have seen, some shall  

      see---" [jubilation] (1.2.129-130) 

   O' my troth, most sweet jests, most incony vulgar wit,  

      When it comes so smoothly off, so obscenely, as it were, so fit. [refined and seemly] 

      (4.1.135-136) 

 

It is likely that Costard took part in such similar Shakespearean characters as Quince (A 

Midsummer Night's Dream), Lancelot (The Merchant of Venice), Dogberry (Much Ado About 

Nothing), and Mistress Quickly (The Second Part of King Henry the Fourth): 

  LANCELOT  Certainly the Jew is the very devil incarnation; [incarnate] (MV 2.2.24) 
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  LANCELOT  éso now I speak my agitation of the matter: [cogitation] (MV 3.5.4) 

  DOGBERRY  First, who think you the most desertless man to be constable? [deserving]z 

   (Ado 3.3.8-9) 

  DOGBERRY  Our watch, sir, have indeed  

    comprehended two auspicious persons, and we would have them this morning 

    examined before your worship. [apprehended and suspicious] (Ado 3.5.43-45) 

  DOGBERRY  No, thou villain, thou art full of pietyé [impiety] (Ado 4.2.76) 

  QUINCE  A lover, that kills himself most gallant for love. [gallantly] (MND 

    1.2.20) 

  MISTRESS QUICKLY  I beseek you now, aggravate your choler. [alleviate]  

    (2H4 2.4.158) 

 

Although it is rare, malapropism is also used in tragedy such as Romeo and Juliet: 

 

  NURSE (to Romeo)  If you be he, sir, I desire some confidence  

    with you.  

  BENVOLIO  She will indite him to some supper. [conference and invite]  

    (2.3.118-120) 

 

  The full Definition of malapropism in the Merriam-Webster dictionary is "the usually 

unintentionally humorous misuse or distortion of a word or phrase; especially: the use of a word 

sounding somewhat like the one intended but ludicrously wrong in the context". As OED and 

Merriam-Webster suggest, malapropism is used by comical and ludicrous characters as above. 

Sheridan took over features of Shakespeare's malapropisms in The Rivals, though literary works 

written by Irish writers using English were sarcastically severe criticism and satire on English 

society. 

                                           Former Professor 

Nihon University 

 

 

 

書評 

福田誠治 (2015)『国際バカロレアとこれからの大学入試改革: 

知を創造するアクティブ・ラーニング』（亜紀書房） 

深津 勇仁（福岡女子大学非常勤講師） 

 

1．はじめに 

文部科学省主導の教育改革が後期中等教育にも押し寄せるなかで、今注目を集めている

のが国際バカロレア教育である。特に、これまでの日本の暗記偏重、偏差値重視のマスプロ教

育の抜本的改革を目指して、アクティブ・ラーニングを具現化するために文科省が導入を決意

したのがバカロレア教育である。世界がますますグローバル化していく中で、マーケットは国内か

ら海外へ拡大しており、ビジネス現場でも英語が使える人材獲得が急務となっている。日本人

の TOEFL平均得点がアジアで下位に低迷している中で、日本の英語力の底上げは喫急の
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課題となっている 。これまで日本の教育が抱えてきた英語力低迷と能動学習の欠如といった

課題の解決のためにバカロレア教育は大きな期待を背負って日本の教育現場に登場した。 

  バカロレア教育が日本で注目されるようになったのも比較的最近のことで、同プログラムに関

する邦語文献はまだまだ少ないのが現状である。著者の福田誠治は日本の教育学者で、北欧

やヨーロッパの教育に造詣が深く、数多くの著書を出版している。また、都留文科大学学長でも

あり日本の大学教育現場での長い教育経験を有している。同書は日本の大学で長年教鞭を取

ってきた著者によるバカロレア研究の集大成といえよう。 

 

2．本書の概要と主要論点 

  本書は第 1 章において日本の大学入試改革の現状を分析した上で、ヨーロッパの教育現場

ではコンピテンスを養うための教育が重視されていると論じる。つまり、学校における教育とは社

会に出てからも通用する学力を担保するためのものであり、そのためにはアクティブ・ラーニング

が重要との結論である。第2 章では国際バカロレアの歴史を、人物や当時のヨーロッパ国際情

勢に焦点を絞ってその発祥からヨーロッパでの普及プロセスまでを解説した。またバカロレア教

育が米国では高大接続を実現していると例示して、日本における導入の際のメリットも紹介し

た。第3 章では国際バカロレアの理念を紹介し、プログラムの導入にあたって不可欠となるバカ

ロレア機構の教育哲学を分かりやすく説明する。第4 章では国際バカロレアの初等教育導入の

事例をフランスのパリ国際学院、デンマークのビルン国際学校、並びにフィンランドの小学校の

プログラムを例に詳述する。第5章では前期中等教育の導入事例を具体的なカリキュラムデザ

インをもとに説明する。最後に第6 章では、国際バカロレア教育のディプロマプログラムの後期

中等教育への導入事例を日本のぐんま国際アカデミーとヘルシンキのスオマライネン高校の

ケースをもとに説明する。特に、具体的な時間割や取得科目のリストなどが実際の高校への導

入を考慮した場合に参考になる。本書の特徴は、国際バカロレアの歴史や教育哲学、理念とい

ったものからヨーロッパや日本への導入校のケーススタディを含めて、非常に実践的かつ理論

的な点にある。国際バカロレア教育の理論と実践を一つにまとめあげたことと、現状の日本の教

育課題を解決するためのキーワードであるアクティブ・ラーニングや高大接続といった観点を踏

まえて解説している点が特に優れている。実際の教育現場に立ち、日本の教育課題を十二分

に理解した著者だからこそ可能な研究書と評価できよう。 

 

3．本書の課題と今後の発展 
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 文科省が日本のバカロレア認定校の数を2020年までに200校に増やすとの目標を掲げてい

る現在、具体的な教育現場への導入やカリキュラムの作成、また受け入れる大学側の入試改

革とも相まって、解決すべき課題は多い。本書が様々な北欧や日本の高校現場を視察して、そ

の導入事例を取り上げ、解説している点は大変意義深いのだが、具体的な教科に関する情報

や指導法、並びに教員養成に関する視点が欠けている。また、大学入試を見据えたうえで、バ

カロレアの最終スコアがどの程度まで現況の入試と置き換え可能か、また旧帝大を始めとした

難関大学への合格最低ラインはどの程度の得点になるのかといった点には触れられていない。

今後、バカロレア認定校が国内でますます増加してゆくことを見越して、どのような形で同プログ

ラムが大学入試に取って代わるのか、今後一層の議論が必要となってくるだろう。 

 

4．おわりに 

日本の教育は英語教育の分野を含めて、現在は過渡期の状態にある。それまでのセンター

試験と国立大学二次試験併用型の入試や私立大学を中心に積極的に実施されたAO 入試

では、必ずしも多様な人材の確保に成功したとは言いがたい。このような状況を改革するため、

また大学入試に統一的基準を設けることを意図して導入が検討されているのが、国際バカロレ

アプログラムである。ガラパゴス化とも称される現状の日本の英語教育の現状を、同プログラム

を効果的に活用することで改善できれば、日本の国際競争力も担保できると考えるのは短絡的

であろうか。 

 

 

学会活動 

第 19回全国大会報告：全国大会（2016年 9 月 9 日）の謝辞 

前会長 岸山 睦 

 

「歳月人を待たず」。早いもので、福島昇先生から会長職を引き受け２年がたちました。ようや

く今年の役員改選で無事、市川仁先生にバトンを渡すことができました。バトンと言えば今年の

リオ・オリンピック陸上男子のバトンの華麗さが際立ち、銀メダルをとったことが思い出されます。

学会のバトンタッチも上手くでき、安心しております。 

今回の全国大会は、開催校である明海大学の学長・安井利一先生の挨拶から始まりました。大

学の学長がご挨拶されたというのは私の知る限り過去にありませんでした。安井利一先生の力強い
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スピーチから、明海大学の持つ大きな可能性を感じることができました。 

 まず、大木富先生に日本英語文化学会学会賞（「ヴィンセント・F・ホッパー著 中世における

数のシンボリズム―古代バビロニアからダンテの『神曲』まで」）が贈られましたことを心よりお慶

びしたいと存じます。 

午前中には白鳥義博先生が「モル・フランダーズ」のご発表、午後はシンポジウムで「母語を

意識させる『気づき』の英語教育――四技能からの検討」というタイトルで中井延美先生、水野

晶子先生、小野雅子先生、野上文子先生、さらに「ユダヤ文化の諸相」というタイトルで福島昇

先生、大木富先生、木内徹先生、亦部美希先生、堀邦維先生がご発表され、新時代の学会

のスタイルが構築されたように思われました。今後とも今回同様、研究内容をさらに発展、充実

させ、内容の深いものにしていただきたくお願い申し上げます。質疑応答も活発で、発表者、質

問者、聴衆の三者が多くを学べたという点においてたいへん実り多き全国大会であったと思いま

す。 

全国大会ご協力いただいたすべての先生に対しまして、心よりお礼申し上げます。特に今回

の大会では中井延美先生から多大なるご尽力をいただき、田中保先生、錦織裕之先生にもご

準備でご迷惑をおかけしました。大野直美先生、桶田由衣先生にも受付で当日頑張っていた

だきました。その他の多くの皆様にも突然お手伝いをいただくことも多々ありましたが、成功裏に

終了できましたことに心より感謝申し上げます。 

会長は市川仁先生に変わりましたが、私もできる限り協力させていただきます。どうか、先生

方におかれましては、健康に留意され、ご発表はもとより、新入会員の入会等、学会を盛り上げ

ていく活動にもよろしくご協力いただきたくお願い申し上げます。 

 

 

2016年度大会研究発表一覧 

日本英語文化学会 第 19回全国大会 

（１）本当の『モル・フランダーズ』―― 編集者としての作者 

発表者 白鳥 義博（駒澤大学）/ 司会者 落合 真裕（十文字学園女子大学） 

 

（２）母語を意識させる「気づき」の英語教育 ―― 四技能からの検討 

共同発表：発表者 中井 延美（明海大学）/ 水野 晶子（拓殖大学） 

小野 雅子（明海大学）/ 野上 文子（明海大学） 
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司会者 渡辺 宥泰（法政大学） 

  

（３）シンポジウム：ユダヤ文化の諸相 

司会者 福島 昇（日本大学） 

1. ルネサンスの文芸作品に登場するユダヤ人の典型 

発表者 福島 昇（日本大学） 

2．マクベスとヘロデ王のイメージの比較考察 

発表者 亦部 美希（日本大学） 

3. ユダヤ神秘主義カバラの歴史とその象徴体系 

発表者 大木 富（神奈川工科大学） 

4. 公民権運動時代の黒人とユダヤ人の協力関係 

発表者 木内 徹（日本大学） 

5. ユダヤ人とショー・ビジネス 

発表者 堀 邦維（日本大学） 

講評者 堀 邦維（日本大学） 

 

 

掲示板 

I. 〈NEWSLETTER 投稿規定〉 

日本英語文化学会 NEWSLETTER は文学、文化、言語学、英語教育の各専門分野から幅広 

く投稿を求めています。〈研究ノート〉、〈書評〉、〈その他〉和文 2.000字、欧文 800語程度/z 

応募締切： 2017年 9 月 28日 

応募先：日本英語文化学会会報編集部編集長 清水純子 〒181-0005 東京都三鷹市中原 

   2-25-25 / tel & fax: 0422-41-0029 / e-mail: jesse@jcom.zaq.ne.jp 

応募方法：メール (Word 形式の添付ファイル、テキスト形式の添付ファイル ) 

掲載の採否については編集部にご一任願います。 

 投稿原稿の用紙サイズ設定、行数文字数などページ設定に関しましては A4 用紙 Word 

標準設定でお願いいたします。「メモ帳」等でテキストファイルに変換した原稿も添付してくださ

い。コラム等のレイアウトは編集部にご一任ください。 

 

II.〈『異文化の諸相』投稿募集のお知らせ〉 

mailto:jesse@jcom.zaq.ne.jp
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  2017 年 12 月発行予定の『異文化の諸相』第3８号の投稿を募集します。原稿提出締切日

は 2017 年 10月 4 日です。投稿される方は学会ホームページの『異文化の諸相』投稿規定改

訂版 (2015年 ３月 26日付) をお守りください。規定に従っていない論文は掲載されないことが

あります。 

『異文化の諸相』原稿提出先：編集長 中井延美 宛  〒 279-0042 浦安市東野 2-10-9 

tel/fax 047-382-8327/ e-mail: nnakai@meikai.ac.jp 

 

 

＜http://nihoneigobunka.jellybean.jp/＞ 
 

＊ NEWSLETTER は学会ホームページに掲載されます。デジタルファイル /PDF 等は、アップ

デートができます。見落としや訂正がございましたらご連絡ください。 

〈編集部付記〉 

 

 

編集後記 

NEWSLETTER 編集長 清水 純子 

 

  NEWSLETTER 第 10 号をお届けいたします。今年もまた暑かったです。今年はとりわけTV に

熱いまなざしが注がれました。第31 回（2016年）オリンピック夏季大会がブラジルのリオデジャ

mailto:nnakai@meikai.ac.jp
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ネイロで開催されたからです。日本選手のあっぱれな活躍に惜しみない拍手が送られました。そ

して4 年後の 2020年東京オリンピックを思い描いて、皆が TV の画面に釘付けになりました。 

オリンピックの直前に辞任を余儀なくされた舛添前都知事の後任には、無所属の小池百合

子氏が選出されました。小池都知事は、さっそく築地市場の豊洲市場への移転を壌汚染対策

の安全性確認のために延期しました。 

  日本国内は、2011 年東日本大震災の傷が癒されないなかで、4 月に熊本地震が発生して

新たな惨事となりました。国外ではIS 連続テロが世界各地で起こり、怒りと警戒を深めていま

す。イスラム過激思想の急速な拡散と治安の悪化がグローバルな規模で起こり、4 年後のオリ

ンピック開催予定の日本も安閑としてはいられません。11月 9 日政治家未経験の共和党ドナル

ド・トランプ氏が民主堂ヒラリー・クリントン氏を破って、アメリカ大統領に当選する予想外の展開

となりました。日米関係のみならず、国際情勢への影響が懸念されています。人も物も災いも、

そして情報も世界規模で流出し伝播していく21 世紀には、国内だけではなく、世界の動きから

目が離せません。 

世界に通用する言語、世界言語（world language, global language）である英語をコミュニケ

ーション・ツールとする日本英語文化学会は、ますますの発展と活躍を期待されています。日本

英語文化学会は、皆さまの注目とご支援を引き続き必要としているのです。我らのNEWSLETTER 

は、ネット時代の波に乗って、今年度第 10 号から紙媒体を廃止してネットに一本化されました。

発信形態は時代と共に変化しますが、学究の精神とグローバルな好奇心と探求心は不変です

ので、今後ともどうぞよろしくお願い申し上げます。 
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